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はじめに
2017年４月，理学部第一部数理情報科学科
は応用数学科に生まれ変わりました。数理情
報科学科が理学部に誕生したのは2002年４月
です。数理情報科学科の前身は現在と同じ名
称の応用数学科でした。最初に，そのあたり
の経緯を振り返ってみます。
1961年，全国に先駆けて東京理科大学理学
部に応用数学科が誕生しました（以下，現在
の応用数学科と区別するために，旧応用数学科
と書きます）。旧応用数学科では，統計，OR
（オペレーションズ・リサーチ），計算機，数値
計算，応用解析など，発足当初から社会に役
立つ数学の教育・研究を行っていました。
2002年，情報社会のニーズにより情報科学の
教育・研究を強化することとし，旧応用数学
科から数理情報科学科に名称変更しました
が，論理的思考力を重視して数学を活かす教
育・研究を行うという，旧応用数学科時代の
理念は継承しました。つまり，学科名に情報
は入っていますが，軸足は数学にあったわけ
です。
数理情報科学科に名称を変更したときには
すでに理工学部に情報科学科があり，やや紛
らわしい状況でしたが，2016年４月に工学部
に情報工学科が設置されることになったた
め，2017年４月を期して本学科の性格を正し
く表す名称である応用数学科に変更すること
を決めました。発足当初の名称に戻りました
が，数理情報科学科時代に強化した情報科学
の教育・研究は健在ですし，旧応用数学科設
立時からの，社会に役立つ数学の教育・研究
を行う，という理念ももちろん継承していま
す。パワーアップして戻ってきた応用数学
科，といったところでしょうか。
三つの柱
応用数学科の教育・研究の柱は統計科学，
計算数学，情報数理の三つです（図）。
以下，この三つの柱について簡単に見てい
きます。詳しいことは，後ろにある各コース
の解説を参照してください。
統計科学は，1961年の学科発足当初から，
国内で先駆けとなった数理統計学の研究を行
っており，古典的統計理論を現代社会へ活か
すことを目指しています。学生は数理統計の
理論から応用までを，コンピュータを使った
最新のデータ解析法も合わせて学ぶことが可
能です。統計理論の活用範囲は身近な統計か
ら国防まで多岐にわたり，やや俗なことを書
けば，儲かる，儲からないも統計理論による
解析次第です（リスク管理）。特に近年，統
計はさまざまな分野で必要とされており，デ
ータを見る目・分析する力のある人は社会の
広い範囲で活躍できます。具体的な職業とし
ては，銀行員，コンサルティング，医薬分
野，国家公務員，データアナリストなどがあ
ります。
計算数学は，身近な現象の理解・予測に必
要不可欠な計算理論を探求する分野です。具
体的には数値計算，最適化理論・ORなど
で，統計科学とともに旧応用数学科発足当初
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からある柱で
す。コンピュー
タの発展ととも
に，大規模な問
題を高い精度で
高速に解く研究
などが最近の中
心課題の一つと
なっています。
計算数学の活用
範 囲 は，Web
検索エンジンの
順位付けから，
株 価 変 動，AI
にも関わる機械
学習，スケジュ
ーリング管理，食物連鎖や感染症などの現象
解明，また，大規模構造物の設計を支える基
本となるなど多岐にわたっています。計算数
学を学んだ人の活躍の場所は，通信，金融の
システムインテグレーター，システムエンジ
ニア，セキュリティ解析，シミュレーション
のツール開発など，こちらも幅広いもので
す。
情報数理は数理情報科学科への名称変更時
に強化された分野です。数理に基づいて情報
の本質を探求する分野で，コンピュータの発
達とともに急速に発展する情報技術を数学的
に支えています。具体的には，数式処理，情
報理論，離散数学，計算幾何学など，コンピ
ュータにいかに高度な計算や情報処理を行わ
せるか，およびその基礎となる理論からなる
分野です。最近では，国立情報学研究所の人
工知能プロジェクト「ロボットは東大に入れ
るか」で数学部門のプログラムにおける中核
アルゴリズムの開発も担いました。情報数理
の活用範囲も幅広く，工学全般，人工知能，
ネットワークなどがあり，職業としては，
ITエンジニア，プログラマー，システムエ
ンジニア，各種情報処理技術者などがありま
す。
おわりに
応用数学科出身者が活躍する職業として
「三つの柱」に書いたほかに，中学校・高等
学校の教員もあります。応用数学科の特徴と
して，数学，情報両分野の教員免許を取るこ
とができる点が挙げられるでしょう。
ところで，そもそも数学科と応用数学科は
何が違うのでしょうか。数学科は数学そのも
のの真理を追い求める傾向が強く，応用数学
科は，数学を用いて，自然科学，工学，経
済，医学などのさまざまな分野における問題
を解決することにより社会の役に立つことを
目指している，といえるでしょうか。もちろ
ん両学科はお互いに無関係ではなく，例え
ば，卒業研究は相互乗り入れを行っており，
数学科の学生が応用数学科の卒業研究を取る
ことも，その逆も可能です。
理学部に数学科と応用数学科がそろってい
るのは本学だけです。純粋数学から応用数学
までのほとんどの分野をカバーするという強
みを活かし，神楽坂に「数学の拠点」を作ろ
うとしています。
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